
教育目標

≪幼稚園方針≫

①神の愛を知る

②自分を受け入れる

③友達と共に過ごす

④探求し、創造する

⑤正しい判断と責任感を
育む

2022年度重点項目
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指導について

幼稚園教育要領に基づく指導援助が適切に行われているか。

自然を感じられるような園庭を整備しているか。

教材・教具を適切に活用しているか。

結果を基に、指導の改善に努めているか。

環境の構成を意識した指導の方法や過程を工夫しているか。

学校法人八王子キリスト学園　八王子幼稚園

自己点検・評価および学校関係者評価
２０２２年度

建学の精神
八王子キリスト学園八王子幼稚園は、プロテスタント(福音主義)のキリスト教精神による幼児教育を行い、聖書の証しするキリスト・イエスの愛
の教えとわざに基づき、互いの個性を尊重し、信頼と友情を築き上げることを通して、共に生きる喜びを知らせ、幼児の健やかな成長を助長す
ることを目指す。

キリスト教の精神に基づき、ひとりひとりのお子さまを「神と人から愛される」人として大切にしています。お子さまたちが未来に向かって生き生き
と喜びを得ながら人生を歩むために必要となる力の根っこを育てることが幼稚園の使命と自覚しています。

神さまを愛し、自分を愛し、周りの人を愛する。
「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。」「隣人を自分のように愛しなさい。」（聖書のこと
ば）

八王子キリスト学園八王子幼稚園　自己点検・自己評価

毎日、祈りや讃美歌。週に一度、礼拝。聖書の言葉を通して神さまがどんなに一人ひとりを愛されているかを伝えます。

大切なひとりとして受け入れられることによって、人生の基礎を築き、その後人生において夢や希望をもち、人間関係を築けるようにします。

自分を受け入れることによって、他の友達も受け入れるようにしていきます。友達と一緒に何かを作っていく土台をつくり、社会における人間関
係を築くようにしていきます。
自由な遊びを通して、一人ひとりが意欲と主体性をもって心を動かし、探求し、想像力を膨らませながら、何かを創造していく力をつけていきま
す。
何が正しいことか悪いことかを考えるようにします。自分の役割、責任を持つことで、責任感も育むようにします。

より深い学びにつなげるため話を聴く力を身につける。

教育の質の向上のために研修への積極的な参加をする。

特別支援のための体制を整備する。

行事について 行事の種類や実施回数は適切か。

行事のねらいを計画や実施にいかしているか。

幼児にとって自主的・主体的な活動にしているか。

計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。

A：十分達成されている
B：達成されている
C:取り組まれているが、成果が十分ではない

D:取り組みが不十分である

建学の精神は、全教職員で共通理解を図っているか。

１．教育課程の編成と実施に関する点検・評価
項目 内  容 評価 理由

教育目標について

教育目標は、社会の要請や保護者の願いを反映しているか。

教育目標は、全教職員で共通理解を図っているか。
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情報につ
いて

施設・整
備

家庭・地
域との連
携

子育て支
援

園舎・園庭の施設・設備の点検を定期的に行っているか。

遊具・用具・教材等を、活用しやすいように整理・保管して
いるか。

不審者等に対する訓練を行っているか。

掲示場所等を適切かつ効果的に活用しているか。

保護者の理解を得るために参観日等を設定しているか。

園だより、手紙等の内容は適切か。

特別支援を要する場合、家庭との連携状況は適切か。

各表簿は適切に作成・処理されているか。

項目 内  容

研究・研
修

体
制

運
営

学
年
経
営

保健
・

安全
指導

経営
・組織

能率的・合理的な運営組織となっているか。

協働できる体制となっているか。

職員の配置は適材適所か。

仕事の分担は適切か。

打ち合わせ・会議は適切かつ効率的か。

教職員相互が協力・助言を惜しまず園の運営に関わって
いるか。

学年目標は、教育目標に基づいて設定しているか。

学年目標を基に、一人ひとりにあった保育を実施している
か。学年目標に基づいた活動のねらいはクラスの実情を踏ま
えて適切に設定しているか。

異年齢児間の活動のねらいは適切に設定しているか。

各種研究会、研修会、講演会での内容を園内に還元して
いるか。

幼児・保護者・教職員に関する個人情報を適切に取り扱っ
ているか。

評価 理由

資料（諸記録）の作成と保存は適切か。

避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施
しているか。

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のための指導
を適切に行っているか。

園内研修の計画・運営は適切か。

各種研究会、研修会、講演会への参加体制の充実を図っ
ているか。

課題

教育目標の共通理解

３．今後取り組むべき課題

幼児の興味・関心に基づく地域社会・その他の施設と交流
をしているか。

子育て支援として、保護者あるいは親子を対象とした活動
は充実しているか。

地域の実情を踏まえ、預かり保育を行っているか。

教職員による育児に関わる子育て相談の機会は充実して
いるか。

医療機関、療育機関（臨床心理士）等の専門機関と連携を
図り、保護者に必要な情報を提供しているか。

２．教育課程の編成と実施を支える諸条件に関する点検・評価

一斉メールなどで手紙を電子データとして送るようになるとよい。
新型コロナウィルスの感染防止のために、不審者対応訓練が未実施であったが、動画を見るなど工夫して行うのもよい。
評価項目の中に衛生関係のことも入れるとよい。

取り組み

定期的に振り返ったり、話をしたりする時間があるとよい。
パート職員も交えて定期的に研修などを行い、共通理解を深めていきたい。

教職員同士の保育内容について、話したり、聞いたりできる時間があるとよい。
研修を受けたり、園内での保育に関わる事を共有し協力しながら保育し学び合う。
研修に参加したものを皆で共有できるようにする。キリスト教保育についての学びを深める。
得意分野を踏まえて、各仕事の分担を適切に行い、各々責任感を持つことができるようにする。

来年度は新しい取り組みになるのでその反省をしっかり活かしていく。
行事の見直しを行い、次年度変更が多いので、その都度振り返りを行っていく。
反省だけでなく、良かったところも報告し合えると良いと思う。

定期的に声を掛け合うなどの工夫が必要。

コロナ禍の様子を見て交流をはかっていく。
現状、機会が少ないので、一年に一回でも交流が持てる機会があるといい。

教職員の資質向上

行事の評価と改善

教職員の連携

施設・整備の点検と更新

地域・学校間交流

４．学校関係者評価


